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１．はじめに
　平成１３年度に青年海外協力隊現職教員特別参加制
度が創設されてから数年が立ち，同制度で派遣された
教員数（以後，派遣現職教員）も３５３名を数えるほど
となった（２００７年２月時点，（独立行政法人国際協力
機構青年海外協力隊事務局，２００７））．また，派遣現職
教員の支援を目的の１つとする文部科学省「国際協力
イニシアティブ」教育協力拠点形成事業が平成１９年度
よりスタートし，派遣現職教員の派遣前・派遣中・帰
国後の活動を支援する体制も構築されつつある．
　本稿では，同事業の一環として，鳴門教育大学教員
教育国際協力センターが実施した「派遣現職教員の活
動の幅を広げるハンズオン素材とその活動展開モデル
の開発」のこれまでの活動成果について報告する．特に，
派遣現職教員や青年海外協力隊員に必要とされる教材
を明らかにするために行った「ハンズオン素材ニーズ
調査」の結果，収集したハンズオン素材，年度末に予
定されている途上国でのハンズオン素材現地調査の３
点について報告を行う．
２．事業の背景・目的
　日本では教育のために利用できる教材や教師自らが
教材を開発するための多くの材料を容易に手に入れる
ことが出来るが，途上国ではそうはいかない．青年海
外協力隊員は，任地でそれぞれの地域の子ども達や学
校，学校を取り巻く様々な状況を分析し，その地域で
手に入る材料を元に，子ども達の状況に合った教材を
開発し，豊かな活動を展開していく．そのような価値
ある教材は，その地域に次に派遣される隊員に引き継
がれるなり，他の地域の隊員と相互で活用されていく
のが望ましい状態であるが，それは現実的にはかなり
難しいものがある．同地域に派遣される後続の隊員と
ある程度の期間が重なる場合であれば引継ぎも容易で
あろうが，現隊員の帰国時に入れ替わりに派遣される
場合には，事務所に残された報告書や教材を後続の隊
員が研究しなくてはならない．また，必ずしも通信設
備が整ったところに派遣されるわけではないため，隊
員相互で教材を共有するというのも容易ではない．
　そのような状況を鑑み，本事業では隊員が開発した
派遣現職教員を支援するためのハンズオン素材集約と
それを活用した活動展開モデルの開発について
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教材をまず収集し，それに評価・改良を加えたものを
集約し，さらにそれらを隊員が活用できるように Web
上に公開することを目的とした．また，教材だけでな
くその教材を活用して，実際にどのように授業を展開
するのかを示した「活動展開モデル」も合わせて開発し，
公開する．特に本事業では，生徒が実際に手に触れて
みたり，体を動かしたりする教材（ハンズオン素材）
に焦点を当て，収集・評価・改良を行うこととした．
特にここでハンズオン「素材」と表現しているのは，
学校現場での活用にのみ焦点を当てるのではなく，青
少年活動など地域のコミュニティーにおいても活用で
きるものも視野に入れていることによる．
３．ハンズオン素材ニーズ調査
　派遣現職教員や教育に関連する職種の青年海外協力
隊員に特に必要とされる教材の質や教科・学年段階に
ついてニーズをとらえ，また教材開発に関して抱えて
いる困難性について明らかにするために，「ハンズオン
素材ニーズ調査」を実施した．
３.１　調査対象・時期・方法
　調査対象は，次の通りである．
①　現在派遣中で教育に関わる職種（小学校教諭，
理数科教師，青少年活動，環境教育など）に就い
ている隊員
②　筑波大学 CRICED の管理する現職派遣隊員 ML
（メーリングリスト）に登録されている OB ／ OG
隊員
　一部に重複するのだが（現在派遣されている現職派
遣隊員），任地にいる隊員からの協力を得るために，各
種方面から呼びかけを行うことには意味がある．
　対象①に対しては，JICA 事務所を通して調査用紙
（資料１）を送付してもらい，依頼を行った（２００７
年８月末）．現地事務所を通じ，各隊員に調査と協力に
関する連絡が伝わった．対象②に対しては，現職派遣
隊員 ML から協力を呼びかけるメールを発信した（８
月２３日）．
３.２　有効回答数
　調査対象人数１０１９名（派遣中隊員７６６名＋ OB ／
OG 隊員２５３名）のうち，１３８件（１３.５％）の回答が
得られた．一般の調査と照らしてみれば決して回答数
は多くないが，現役隊員の任地の通信状況や業務の多
忙さなどを勘案すれば決して少ないものではない．
３.３　調査結果
個々の質問に対する回答からまとめる．まず回答者の
職種であるが，本事業の主対象である小学校教諭
（２６％），理数科教師（１８％）が多く，次いで日本語
教師（１５％），青少年活動（１４％）が多かった．
　派遣現職隊員からの回答は２９％であった．
　
　開発した教材の対象学年については，初等学校段階
のものを中心としつつ，中等学校段階や就学前も少数
ではあるが開発されている．「その他」には，地域住民，
教員養成課程の学生，大学生，社会人，年齢指定なし
のものなどが含まれる．
　
　開発した教材の教科については，数学が最も多く，
理科，体育，音楽がそれに続く．「その他」には，日本
語，図画工作，工芸，コンピュータなどが含まれる．
図１：回答者の職種内訳
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　教材開発の際に参考にした資料については，大半が
日本の教材を参考としつつも，現地の教材を参考に教
材開発も行われている．「その他」にはアメリカや
ニュージーランドなどの諸外国のものや，NGO のもの
などが含まれる．
　開発教材の利用効果について，「効果があった」とい
う回答は７０％強であり，自己評価は高いものとなって
いる．
　
　教材開発における困難性については，経験不足や材
料不足，専門知識，教材に関する知識などの不足に直
面していることがうかがえる．「周辺問題」には，周り
の教員の理解や協力が得られないことや，授業時間の
不足，文化の相違などが含まれている．
　同じ質問に対する回答を派遣現職教員に限定して集
計した結果が下である（単位は現職派遣教員２９名に対
する割合，項目の順序は図７と統一している）．
　一般の隊員と異なり，経験や知識の不足ではなく，
材料や周辺問題が高くなっている．
　教材開発が必要な教科について，回答者や隊員の職
種を反映しているので，当然と言える結果であるが，
数学が最も高く，理科，体育，音楽がそれに続く．
　必要とされる教材の特徴や質については，本事業が
焦点を当てているハンズオン素材と意味合いの近い
図４：開発教材の教科
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図５：教材開発の際の参考資料
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図６：開発教材の利用効果
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図９：教材開発が必要とされる教科
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「体験的」に学習を進められる教材が最も高くなって
いる．「準備が簡単」であることや「利用が容易」であ
ること，「使い方がわかりやすい」ことなどは，隊員の
帰国後も現地教員が自立的に利用を進めていくために
必要な条件であると思われる．
　また，「理解を促す」ことが高いことからは，単に体
験的な活動で終わるのではなく，授業の目標達成に対
して有効な教材が求められていると言える．
　調査結果全体の総括として，まず今回の回答は，主
として教材開発経験のある隊員から寄せられたものと
も考えられる（１２５件が教材開発経験有）．本調査の目
的である教材ニーズや教材開発に係る困難性に関して
は，隊員全体からの回答でなく，そのような教材開発
に対して関心を持つ隊員からの意見をベースとするこ
とでも十分探ることが可能であろう．
　ほとんどの隊員が自作の教材に対してその利用効果
を高く評価している反面，教材開発に対して困難を抱
えていないとする隊員はほとんどおらず，リソース不
足に苦慮している様もうかがえる．特に困難とする要
素としては，隊員全体では経験や材料，専門的知識の
不足が上位に挙げられるが，現職派遣教員に限ってみ
ると，材料不足は共通しつつも，周辺問題や情報不足
などが問題点として浮上してくる．
　必要とされる教材の特徴・質に対する回答から，「ハ
ンズオン素材」として焦点を当てている本事業のねら
いがニーズと合致していることも確認出来た．その上
で，準備や利用方法が簡単である上に，単なる活動と
して終わるのではなく，生徒の理解を促す教材が求め
られている．
 
４．ハンズオン素材収集状況
　ハンズオン素材の収集については，ニーズ調査への
協力を呼びかける際に，本事業の活動趣旨についても
アナウンスし，素材提供を呼びかけた．また，回答用
紙にも素材提供に関する文言を載せた．加えて，アン
ケートに回答があった隊員に対して，個別に素材提供
の依頼などを行った．
　これまでに４２点のハンズオン素材が集まっている
（１月１８日現在）．教科的には，算数・数学，理科
（物理，化学，生物，地学），音楽，図画工作などが
揃っている．対象学年は，就学前の児童用の教材から，
高等学校段階のものまで，また地域のコミュニティー
で活用できるものもある．言語については，日本語を
主体としつつ，一部に英語，西語，仏語を含んでいる
が，それぞれの教材の多言語翻訳（英語，西語，アラ
ビア語）も現在進めている．
５．途上国でのハンズオン素材現地調査
　収集したハンズオン素材を途上国で実際に活用して
みることで，評価・改良を加えるとともに，活動展開
モデルを開発する目的から，ハンズオン素材現地調査
を計画した．
　アフリカ地域と東南アジア地域をターゲットに，そ
れぞれの地域の中から派遣現職教員，もしくは青年海
外協力隊員で職種が小学校教諭や理数科教師として派
遣されている隊員の多い地域を選定した．結果として，
アフリカ地域ではタンザニア，東南アジア地域ではバ
ングラデシュがそれぞれ調査国として決定した．
　タンザニア渡航調査は２００８年１月２１日〜２９日，
訪問地域はダルエスサラーム，ムトワラ，実施ハンズ
オン素材は，「百玉そろばん」，「Box Puzzle」，「音の原
図１０：必要とされる教材の特徴・質
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図１１：ハンズオン素材リスト（一部）
図１２：ハンズオン素材事例（Geo-board）
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理と性質」，「クリップモーターの製作」と計画が定まっ
ている．
　バングラデシュ渡航調査は，２００８年２月８日〜１６
日，訪問地域はカリアコイル，カジプール，チッタゴ
ン，コックスバザール，実施ハンズオン素材は，「乾き
調べやじろべえの作製」，「ペットボトルシャワー」，「手
作りぬりえ絵本」と計画が定まっている．
　実施ハンズオン素材は，現地で協力予定の隊員との
協議に基づいて選定した．これらのハンズオン素材を
活用した授業を想定し，本事業実施分担者が指導案を
準備し，現地との協議を進めた．
　基本的に途上国でも手に入りやすい材料でハンズオ
ン素材は構成されているのだが，それでも国によって
事情は異なり，容易に手に入る材料で実施できる素材
は限られていることがわかった．このような協議を通
して，それぞれの国にあったアレンジの方策を追求し
ていき，それを成果に還元することで，より多くの地
域で活用可能なハンズオン素材の集約へとつなげるこ
とができよう．
　また，実際に現地で授業実践することで，その際の
児童・生徒の反応や授業の様子，ハンズオン素材を活
用することに対する現地教師の反応を成果に還元する
ことも今回の渡航調査のねらいである． 
６．今後の計画
　今回収集し，改良を加えたハンズオン素材とその他
言語翻訳版，さらに活動展開モデルは，途上国にいる
現地隊員を含めて，広くアクセスできるよう，文部科
学省「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事
業の成果を集約している「国際協力イニシアティブ」
ライブラリに登録するとともに，鳴門教育大学教員教
育国際協力センター（INCET）の HP にも登録する．
　現時点で集まっているハンズオン素材は多岐に渡る
が，細かく見ていくと単元や対象概念がまだ充実して
おらず，さらなる拡充を必要とする．同時に，活動展
開モデルの開発も進め，隊員が即時的に利用可能な有
益なリソースを十分に備えていく必要があろう．
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資料１：ハンズオン素材ニーズ調査用紙
